
郡山市における地域づくりの歩みと 
郡山市ブロック会議の取りくみ 

第36回地域づくり団体全国研修交流会福島大会全体会 
2018年11月18日（土）9:30~11:45 Jビレッジホール 

 第３分科会（郡山市ブロック会議） 



1 

郡山市の地理・気候・風土 

・福島県ほぼ中央に位置 
 
・福島県内ではいわき市と 
 並んで１~２位の人口 
（333,120人 2018年9月1日） 
 
・奥羽山脈を東西に渡り、豪雪 
 地域と少雪地域の多彩な気候 
 
・鯉や地域ブランド野菜などの 
 多彩な産品（後述） 
 
・2014年、市制施行90周年・ 
 合併50周年 



2 

音楽のまち楽都郡山 
1958年当時 
・NHK交響楽団公演 
・市民会館の誕生（東北一の設備） 
・日本最大規模の野外コンサート 
 
・コンクールで日本一 
 郡山第二中学校の管弦楽部 
 郡山第五中学校の合唱部 
 橘小学校の弦楽アンサンブル 
 
・楽都郡山＝「東北のウィーン」 
 



3 

地理を活かした経済発展 

 
・東北新幹線や東北自動道や  
 磐越自動車道が交差する 
 郡山ジャンクションや 
 福島空港などが揃う 
 
・人・モノ・情報が集まる 
 中核市 
 
・郡山市＝経済県都 



4 

市民主導による地域づくりから生まれた「開成社」 

1868年（明治維新）当初 ※約150年前 
・二本松藩の「宿場」で街道沿い以外は荒れ地 
・大商人25人の私財投資による安積開拓 
・灌漑用池開成沼（現在の五十鈴湖）建設 
 
開成社の誕生（1873年（明治6年）11月） 
・開成＝「開物成務（中国古書）」 
 
開成社認定（1875年（明治8年）6月） 
・大槻原開拓と入植者の増加 
・県からの開拓者表彰 
・明治天皇来臨（1876年（明治9年）6月） 
・安積疏水開拓･･･後述 



4 

安積疏水開拓 

1873年（中條政恒・大久保利通） 
・安積開拓を開始（国営開拓事業第1号） 
 
1879年 
・安積疏水開削を開始 
・オランダ人土木技術者ファン・ドールン 
 の水路選定（猪苗代湖→郡山市） 
・工事従事者のべ85万人動員 
・1882年 安積疏水完成 
 （幹線水路52km 分水路78km） 
 
2016年4月25日 
・未来を拓いた「一本の水路」（日本遺産認定） 

未来を拓いた「一本の水路」 
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安積疏水から生まれた取りくみを知る第３分科会の行程 

安積疏水の伝承活動 

開成マルシェ 鯉に恋する郡山プロジェクト 

ボランティアガイド 
 
「郡山ブランド野菜」の朝食 
 

灌漑用水利用の鯉養殖 

Jヴィレッジ 
安積疏水 
取水口 

丸守発電所 開成館 
交流会 

夜なべ談義 

2日目の行程 

３日目の行程 

ビューホテル 麓山の飛瀑 
安積歴史 
博物館 

ふくしま逢瀬 
ワイナリー 



協働による地域づくりの推進 
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最後に 

市民・NPO 

郡山市 企業 

・ブランド認証 

・地域づくり団体の 
 ネットワークづくり 

・更なる活動の発展 


